
11月23日と24日、みやま市役所と
JAみなみ筑後本所駐車場で、第9
回まるごとみやま秋穫祭、JAみなみ
筑後農業まつりが同時開催され、多
くの人でにぎわいました。

みやま市出身！！

信清淳さん

坂田光さん坂田光さん

信清淳さん

①巨大くすべぇ  ②園児遊戯  ③ザ・ピンチーズ  ④市役所4階から撮影  ⑤6代目さくらちゃん 
⑥ふるさと観光大使「サンシャイン」  ⑦小学生あいさつチャンピオン  ⑧コガコーラ早飲み大会　
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１月生まれの赤ちゃん(満 １ 歳)１月生まれの赤ちゃん(満 １ 歳)

２月生まれの赤ちゃん募集 応募締め切り　 １月１５日㈬

●応募対象　市内に住所があり、満１歳を迎える赤ちゃん
●応募方法　次のものを、持参、郵送、または電子メールで市役所へ提出してください。
　　　　　　①赤ちゃんの写真（赤ちゃんの頭からあごまで全体が写ったもの。写真の裏には名前を記載してください）
　　　　　　②名前などを書いたもの（赤ちゃんの名前、ふりがな、生年月日、性別、住所、保護者名、

40 字以内のコメント、連絡先電話番号）
●応募先・問い合わせ 　〒835-8601　みやま市役所  秘書広報課 (℡64-1501)　電子メール  jouhou@city.miyama.lg.jp
※使える絵文字は♥★♪の3つです。 
※応募いただいた写真および個人情報は「みやまっ子」以外の目的には使用しません。
※メールでの応募の場合は受付完了のメールを返信します。２日以上返信がない場合は再度お送りください。 

   ともや

１歳の誕生日おめでと
う♥いつも笑顔のとき
ひで♪これからもたく
さん元気に遊んでね！

鍋田 怜秀くん
１月２５日生まれ
（瀬高町太神）

ときひで

誕生日おめでとう♥可
愛い笑顔に毎日和ま
されてます♥兄弟仲良
く大きくなってね♪

　　ここな

　永友 心和ちゃん
１月２６日生まれ
（瀬高町松田）

ひまちゃんおめでとう♥
元気いっぱい★みんな
の癒し♥大好きだよ♥

　清水 陽葵ちゃん
１月２８日生まれ
（瀬高町文廣）

ひまり

誕生日おめでとう♥お
姉ちゃんお兄ちゃんと
仲良く元気に大きくなっ
てね★大好きだよ♪

　馬場 瑞希ちゃん
１月２２日生まれ
（瀬高町高柳）

みずき

食べるの大好きでいつ
もニコニコのなおくん
が大好きだよ！！１歳お
めでとう♥♥♥

　坂田 直央くん
１月２５日生まれ
（瀬高町長田）

なお

１歳おめでとう★はる
ちゃんスマイルはみん
なの癒しです。お姉
ちゃんと仲良くね！

　荒牧 大翔くん
１月２２日生まれ
（瀬高町上庄）

はると

バナナがあればいつ
もゴキゲンな青児くん
♪元気に挨拶ができる
明るい子になってね♥

せいじ

　 野田 青児くん
１月４日生まれ
（瀬高町下庄）

お誕生日おめでとう♥
ニコニコ笑顔で可愛
いゆいちゃん♥すくす
く元気に育ってね★

 西村 優衣ちゃん
１月１１日生まれ
（瀬高町山門）

ゆい

お誕生日おめでとう♥
毎日癒しをありがとう
♥元気に大きくなって
ね♥

 岩屋 実花子ちゃん
１月８日生まれ
（山川町清水）

みかこ

   ともや

お誕生日おめでとう♥
いつも元気で可愛い
いっちゃん♪産まれてき
てくれてありがとう♥

　宮本 一凛ちゃん
１月２９日生まれ
（瀬高町高柳）

いちか

誕生日おめでとう♥甘
え上手なちーちゃん♪
いっぱい遊んで元気
に育ってね！

ちはる

　堤 智暖ちゃん
１月３０日生まれ
（瀬高町本吉）

越
智
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子
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

私
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
力
強
い

ご
支
援
を
賜
り
、
み
や
ま
市
政
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
か
ら
早
一

年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
市
民
の
皆
様
に
多
大
な

る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
が

協
働
し
新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て

い
く
た
め
、
今
後
十
年
間
の
指
針
と

な
る「
第
2
次
み
や
ま
市
総
合
計
画
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。「
人
と
自
然

が
共
に
育
み
、
つ
な
が
り
、
成
長
し

続
け
る
ま
ち
」を
将
来
像
に
掲
げ
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
数
十
年
に
一
度
の
大
災

害
に
備
え
る
べ
き
特
別
警
報
が
各
地

で
発
令
さ
れ
、
過
去
に
類
を
み
な
い

規
模
の
災
害
が
今
や
日
常
的
に
発
生

す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
自
主
防
災

組
織
の
更
な
る
組
織
化
な
ど
、
官
民

協
力
に
よ
る
防
災
体
制
の
構
築
を
進

め
、
私
達
の
暮
ら
し
の
基
本
で
あ
る

謹賀新年

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
令
和
初
の
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
議
会
運
営
に
対

し
、
ご
指
導
と
ご
理
解
を
賜
り
、
み

や
ま
市
議
会
を
代
表
し
て
心
か
ら
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
７
月
に
市
議
会
議
員
選

挙
が
実
施
さ
れ
、
８
月
１
日
よ
り
新

生
み
や
ま
市
議
会（
定
数
16
名
）が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
私
事
で
は
あ
り

ま
す
が
、
前
議
長
の
辞
任
に
伴
い
、

昨
年
末
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
議
長
選

挙
に
お
き
ま
し
て
、
新
議
長
と
し
て

選
出
い
た
だ
き
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
み
や
ま
市
誕
生
以
来
の

歴
代
の
議
長
の
方
々
に
は
、
合
併
当

初
か
ら
の
困
難
な
議
会
運
営
の
陣
頭

指
揮
を
執
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
、

深
い
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
議
会
代
表
と
し
て
の
役
目
を

し
っ
か
り
と
肝
に
銘
じ
つ
つ
、
議
会

運
営
に
努
め
て
参
る
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
国
内
に
お
い
て
は
安
倍
政

権
が
歴
代
最
長
を
記
録
す
る
安
定
し

市民協働のまちづくり

みやま市長　松嶋　盛人

新たなる時代を迎え

みやま市議会議長　荒巻　隆伸

「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」の
推

進
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ

り
ま
す
農
漁
業
の
さ
ら
な
る
活
性

化
、
6
次
産
業
化
、
地
域
産
業
の
活

性
化
、
並
び
に
福
祉
や
教
育
の
充
実

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
11
月
に
み
や
ま
市
の

「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
資
源
循
環

の
ま
ち
づ
く
り
」が「
第
7
回
グ
ッ
ド

ラ
イ
フ
ア
ワ
ー
ド
」環
境
大
臣
賞
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー

で
、
生
ご
み
や
し
尿
を
電
力
と
液
肥

に
資
源
化
す
る
こ
と
で
、
ご
み
・
し

尿
処
理
経
費
の
削
減
、
液
肥
利
用
に

よ
る
循
環
型
農
業
の
推
進
に
つ
な
げ

て
い
る
こ
と
や
、
旧
小
学
校
校
舎
を

整
備
し
、
市
民
の
賑
わ
い
の
場
、
循
環

の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
活
用

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
優
れ
た
取

り
組
み
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

一
方
で
こ
れ
は
、
ゴ
ミ
の
分
別
な

ど
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
な
く
し

て
は
成
し
え
な
い
こ
と
で
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
に
い
た
だ
い
た
賞
で
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
、
市

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
予
定
の（
仮
称
）み
や
ま

市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
芸
術
活
動
は
も
と
よ
り
保

健
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
の
機
能
に

加
え
、
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
も

活
用
す
る
な
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ま

に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
施
設
と
な
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
多
様
化
、
複
雑
化

す
る
行
政
課
題
に
柔
軟
に
対
応
し
な

が
ら
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
政
権
運
営
が
続
い
て
い
る
も
の

の
、
10
月
の
消
費
税
引
き
上
げ
や
米

中
関
係
、
日
韓
関
係
の
悪
化
に
よ

り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景
気
回

復
が
地
方
に
ま
で
拡
大
を
実
感
で
き

る
も
の
に
は
、
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
例
年
大
規
模
災
害
が
頻

発
し
て
お
り
、
昨
年
も「
令
和
元
年

８
月
の
前
線
に
伴
う
大
雨
」や
台
風

15
号
、
19
号
の
暴
風
雨
に
よ
り
全
国

各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
一
刻
も
早
期
の
復
旧
・
復
興

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
全
国
に
先
駆

け
て
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー「
ル
フ

ラ
ン
」で
の
生
ご
み
の
資
源
化
や
太

陽
光
か
ら
作
っ
た
電
気
を
消
費
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
取
り
組

み
等
、
資
源
循
環
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に

関
し
て
、
数
多
く
の
自
治
体
や
議

会
、
民
間
団
体
等
が
行
政
視
察
に
お

見
え
に
な
り
、
全
国
的
に
も
関
心
の

あ
る
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、（
仮
称
）み
や
ま
市
総

合
市
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
柳
川
市

と
共
同
で
進
め
て
お
り
ま
す
新
火
葬

施
設
・
新
ご
み
焼
却
施
設
の
建
設
事

業
な
ど
、
数
多
く
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は

厳
し
い
行
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
市
議
会
と
し
ま
し
て

は
、
今
後
も
活
力
あ
る
み
や
ま
市
の

実
現
に
向
け
、
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

み
や
ま
市
民
に
と
っ
て
、
令
和
の

時
代
が
よ
り
良
き
時
代
と
な
り
ま
す

よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
議
会
の
役

割
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　

　

年
の
初
め
に
あ
た
り
、
み
や
ま
市

議
会
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆

様
方
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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みやまｉｎｆｏ
制度や行事の情報発信 一人ひとりの心からエコ未来に光さす

みやま市と環境みやま市と環境
問環境衛生課 循環型社会推進係
　（℡32-8575）
問環境衛生課 循環型社会推進係
　（℡32-8575）
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問 学校教育課 総務係（℡32-9101）

  償却資産（固定資産税）の申告をお願いします

　

市
で
は
、
子
育
て
世
代
が
抱
え
て
い
る
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
お
よ
び
学
校
教
育
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
第
3
子
以
降
の
学
校
給
食
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　

交
付
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
対
象

　

令
和
2
年
3
月
1
日（
資
格
判
定
日
）に
お
い
て
、
次
の
全
て

　

の
要
件
に
該
当
す
る
人

①
小
中
学
校
な
ど
に
在
籍
す
る
第
３
子
以
降
の
児
童
生
徒
の
保

　

護
者
で
、
市
内
に
住
所
を
有
し
現
に
居
住
し
て
い
る
人

※【
第
３
子
と
は
】み
や
ま
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居
住
し 

　

て
い
る
同
一
の
世
帯
に
お
い
て
、
20
歳
未
満
の
兄
弟
姉
妹
の

　

う
ち
、
年
長
者
よ
り
３
番
目
の
者
を
い
い
ま
す
。

②
生
活
保
護
世
帯
、
み
や
ま
市
就
学
援
助（
準
要
保
護
・
特
別
支

　

援
教
育
就
学
奨
励
費
）お
よ
び
そ
の
他
の
公
的
扶
助
の
制
度

　

な
ど
に
よ
り
、
学
校
給
食
費
相
当
額
の
補
助
ま
た
は
援
助
を

　

受
け
て
い
な
い
人

③
学
校
給
食
費
お
よ
び
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

■
交
付
額　
　

　

小
学
生
＝
1
月
当
た
り
２
千
円
を
上
限

　

中
学
生
＝
1
月
当
た
り
２
，
４
５
０
円
を
上
限

■
申
請
方
法

①
市
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
は
、
各

　

学
校
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
市
外
の
小
中
学
校
な
ど
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者

　

は
、
学
校
教
育
課
総
務
係
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
の
様
式
は
、
各
小
中
学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会
に
あ

　

り
ま
す
。
み
や
ま
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。　

■
申
請
期
限　

１
月
31
日
㈮

※
令
和
２
年
４
月
下
旬
に
、
指
定
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

 学校給食費補助のお知らせ（第 3子以降）

問 税務課  資産税係（℡64-1536）
　

償
却
資
産
は
、
土
地
や
家
屋
以
外

の
事
業
用
資
産
の
こ
と
で
、
固
定
資

産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。
毎

年
、
資
産
所
有
者
か
ら
の
申
告
に
基

づ
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
償
却
資
産
の
対
象
に
な
る
も
の
は

　

何
で
す
か
？

Ａ
1
月
1
日
現
在
で
、
会
社
や
個
人

　

が
事
業
の
た
め
に
市
内
に
所
有
し

　

て
い
る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、
備

　

品
な
ど
の
資
産
で
す
。

Ｑ
誰
が
申
告
す
る
の
で
す
か
？

Ａ 
償
却
資
産
を
所
有
す
る
全
て
の
事 

　

業
者（
法
人
・
個
人
）よ
り
申
告
し

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
本
市

　

で
は
、
償
却
資
産
所
有
の
状
況
を

　

把
握
す
る
た
め
、
該
当
す
る
資
産

　

が
無
い
事
業
者（
法
人
・
個
人
）に

　

つ
い
て
も
申
告
を
お
願
い
し
て
い

　

ま
す
。

Ｑ
申
告
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い

　

で
す
か
？

Ａ 

償
却
資
産
申
告
書
お
よ
び
種
類
別 

　

明
細
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

押
印
の
う
え
税
務
課
ま
で
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
償
却
資
産
課

　

税
台
帳
に
登
録
済
の
事
業
者
に
は
、

　

毎
年
12
月
中
に
申
告
書
等
を
送
付

　

し
ま
す
。
事
業
者
の
方
で
申
告
書

　

が
届
か
な
い
場
合
は
税
務
課
ま
で

　

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

償
却
資
産
の
所
有
者
に
は
、
法
令

　

に
よ
り
申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま

　

す
。
未
申
告
に
は
過
料
が
、
虚
偽

　

申
告
に
は
懲
役
ま
た
は
罰
金
が
科

　

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
期

　

限
内
に
、
適
正
な
申
告
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

■
申
告
期
間

　

1
月
6
日
㈪
〜
31
日
㈮

■
提
出
先

　

税
務
課 

資
産
税
係
、
各
支
所
市
民

　

サ
ー
ビ
ス
係

申
告
は

　
　
令
和
2
年
1
月
31
日
㈮
ま
で

　
　固

定
資
産
税
の
対
象

土  地

家  屋

※自動車および軽自動
　車などは除外されます。

事業用資産

償却資産

市民と共に取り組む
生ごみを活かす資源循環のまちづくり

　「ルフラン」では、家庭・事業所の生ごみ、し尿、
浄化槽汚泥をメタン発酵させ、液肥と電気を生み
出します。
　生み出された液肥「みのるん」は、優れた有機質
の肥料として、水稲や麦などの栽培に利用します。
液肥で育てた農作物は、食卓に並び、みやま市に
資源循環の「環」ができます。

　校舎跡地は、食品加工室やカフェ、シェアオフィスなど
に改装しました。カフェでは日替りシェフが料理を提供し
ています。また、料理教室やジャズライブも開催され、
市内外から多くの人が集まり、賑わいを見せています。

※ルフランカフェの情報は、インスタグラム、
　フェイスブックで発信しています。

わ

　「グッドライフアワード」とは、環境と社会にやさ
しい「エコでソーシャル」な取り組み（ボランティア
活動、サービス・技術など）を全国から発掘して応

援する環境省のプ
ロジェクトです。
　「第7回グッドラ
イフアワード」には、
243件の応募があ
り、環境大臣賞とし
て最優秀賞1件、
優秀賞3件、各部
門賞6件が選出さ
れ、みやま市は、優秀賞を受賞。11月30日に東京で行われた授賞式で、松嶋市長が
代表して表彰を受けました。

「第7回グッドライフアワード」 
環境大臣賞  優秀賞を受賞 !!

受賞した取り組み 「地域資源を活かした資源循環のまちづくり」を紹介します

八木環境大臣政務官より表彰状を授与されました
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特
集
特
集

　
平
成
30
年
度
み
や
ま
市
一
般
会
計
決
算
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
総
合
戦
略
」に
よ
る
実
効
性
の
あ
る
具
体
的
施
策
を
積
極
的

に
推
進
し
、「
田
園
環
境
都
市
」の
実
現
に
向
け
た
施
策
に
投
資
す

る
こ
と
に
よ
り
本
市
が
抱
え
る
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
、
減
災
・

防
災
な
ど
直
面
す
る
課
題
に
対
し
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

特
に
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
の
本
格
稼
働
や
総
合
市
民
セ
ン

タ
ー（
仮
称
）整
備
事
業
な
ど
の「
安
全
・
安
心
な
明
る
く
住
み
良

い
ま
ち
づ
く
り
」、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
や
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
な
ど
の「
健
全
で
た
く
ま
し
い
こ
ど
も
た
ち

の
育
成
」、
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納
助
成
な
ど
の「
高
齢

者
、
障
が
い
者
へ
の
健
康
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
」、
清
水
山
荘
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
や
九
州
オ
ル
レ
み
や
ま
・
清
水
山
コ
ー

ス
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の「
農
漁
業
と
地
場
産
業
の
振
興
」の

４
つ
の
分
野
に
重
点
を
置
き
、
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

決
算
額
は
歳
入
総
額
１
９
９
億
９
７
７
万
円
に
対
し
、
歳
出
総

額
１
９
２
億
４
１
８
万
円
、
差
し
引
き
７
億
５
５
９
万
円
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
令
和
元
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
に
充
て
る
財
源
１
億

１
３
３
１
万
円
を
差
し
引
き
、
実
質
収
支
額
は
５
億
９
２
２
８
万

円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

※
数
値
に
つ
い
て
は
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

歳
入
総
額
は
2.1
％
増
の
1
9
9
億
円

　

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
2.1
％
増
の
１
９
９
億
９
７
７
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
内
訳
を
み
る
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
市
税
の
収

入
額
36
億
６
９
５
１
万
円
で
、
全
体
の
18
・
4
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

評
価
替
え
の
影
響
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
か
ら
0.4
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
歳
入
総
額
の
29
・
３
％
を
占
め
る
最
も
大
き
な

収
入
で
、
58
億
３
６
６
７
万
円
で
す
。
前
年
よ
り
2.5
％
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

市
債
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
や
総
合

市
民
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）建
設
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
前
年
よ
り

38
・
３
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

▼自主財源・・・市が自主的に調達することができる収入
▼依存財源・・・国や県から交付または割り当てられる収入
▼その他（自主財源）・・・財産収入、寄附金、繰越金など
▼その他（依存財源）・・・地方譲与税、利子割交付金、配当

割交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、

ゴルフ場利用税交付金、 自動車取得税交付金、地方特例

交付金、交通安全対策特別交付金   

30年度
平成

決
算
報
告

ど
う
使
わ
れ
て
い
る
の
？

　扶助費・人件費・公債費は、総称して「義
務的経費」と言います。その他（12.4%）には、
維持補修費、補助費、積立金、投資・出資・
貸付金、災害復旧費が含まれています。

歳出の性質で見た構成比

扶助費
21.0%

人件費
16.9%

繰出金
11.8%

その他
12.4%

公債費
7.0%

物件費
11.3%

普通建設
事業費
19.6%

歳
出
総
額
は
1.8
％
増
の
１
９
２
億
円

　

歳
出
総
額
は
前
年
度
比
1.8
％
増
の
１
９
２

億
４
１
８
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
額
を
目
的
別
で
み
る
と
、
民
生
費
が

36
・
５
％
と
最
も
高
く
、
続
い
て
総
務
費
、

衛
生
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
費
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
や
保
育
所

等
整
備
事
業
費
補
助
金
の
減
な
ど
に
よ
り
前

年
度
よ
り
2.1
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

衛
生
費
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
品
加
工
等
施

設
整
備
事
業
や
新
ご
み
処
理
施
設
・
新
火
葬

施
設
整
備
に
伴
う
有
明
生
活
環
境
施
設
組
合

負
担
金
の
増
な
ど
に
よ
り
18
・
５
％
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

借
金
の
返
済
で
あ
る
公
債
費
は
、
ま
い
ピ

ア
高
田
建
設
事
業
分
の
償
還
金
の
減
な
ど
に

よ
り
3.5
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

市民1人当たりの歳出額　
　51万 2,453 円（前年度49万 8,433 円）
１世帯当たり歳出額　
　133万 4,643 円（前年度131万 8,058 円）
※平成 31年 3月31日現在人口 37,475人、
　世帯数14,389 世帯で算出

歳出を市民・世帯当たりに換算した場合

健全化判断比率
すべての比率が健全化基準内でした。
　みやま市は、国が示している早期健全化の基
準を大きく下回っており、健全な財政運営を
行っています。地方公営企業の資金不足も生じ
ていません。
　実質赤字比率および連結実質赤字比率は、
実質赤字額および連結実質赤字額がないため、
算定されません。
　また、将来負担比率についても、前年度に引
き続き算定されませんでした。

実質公債費比率と将来負担比率の推移

実質公債費比率

H26     H27　　 H28　　H29　    H30 （年度）

0

5.2 4.8

将来負担比率

00

6.5

※数値が低いほど良いとされています

0

5.6

（％）

0

5.5

みやま市

早期健全化基準
財政再生基準

実質赤字
比率
-

13.28％

20.00％

連結実質赤字
比率
-

18.28％

30.00％

実質公債費
比率
4.8％

25.0％

35.0％

将来負担
比率
-

350.0％

福岡県平均
（政令市を除く）

みやま市

経常収支比率の推移

H26　   H27　  H28　  H29     H30（年度）

88.9

91.5 91.4

（％）

89.6

84.8

93.0

92.0

85.0

【経常収支比率】
財政の弾力性の指標です。低いほど財政運営に弾力性
があり、政策的に使えるお金が多いことを意味します。
みやま市の経常収支比率は県の平均を下回っています。

89.5

92.3

その他
4億8,985万円【0.6%減】
(2.6%）

歳出（目的別）
192億,418万円
（前年比1.8％増↑）

一般会計

民生費
70億1,366万円【2.1％減】

(36.5%）

衛生費
24億9,081万円【18.5％増】

(13.0%）

総務費
25億3,185万円【18.7%増】
(13.2%）

公債費
13億5,792万円【3.5%減】

(7.1%）

消防費
7億4,871万円【3.1%増】

(3.9%）

教育費
14億8,545万円【4.9%減】

(7.7%）

土木費
18億3,551万円【4.3％減】

(9.5%）

農林水産業費
12億5,042万円【8.0%減】

(6.5%）

その他（2.6%）には、議会費、
労働費、商工費、災害復旧
費が含まれています。

市税の内訳
個人市民税 13億2,033万円　法人市民税 1億5,335万円
固定資産税 18億5,296万円　軽自動車税 1億4,141万円
市たばこ税    2億   144万円     

自主
財
源

59億5,234万
円（
29.8％

）

139億5,743万円（70.
2％
）依存財源

市税
36億6,951万円【0.4％減】

(18.4%）

歳　入
199億977万円
（前年比2.1％増↑）

一般会計

諸収入
2億4,866万円【27.8%増】

　(1.3%）

その他（自主財源）
20億3,417万円【6.2%増】

(10.1%）

その他（依存財源）
9億8,191万円【0.2％増】

(5.0%）

　
皆
さ
ん
が
納
め
た
市
税
や
、
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
は
、

み
や
ま
市
に
住
む
人
の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
内
容
を
示
す
平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

財
政
課 
財
政
係
（
℡
6
4
・
1
5
5
3
）

市債
29億6,152万円【38.3％増】

(14.9%）

   国庫支出金
26億845万円【11.1％減】
       (13.1%）

   国庫支出金
26億845万円【11.1％減】
       (13.1%）

県支出金
15億6,888万円【6.5%減】

(7.9%）

【　】内は前年比
（　）内は構成比

県支出金
15億6,888万円【6.5%減】

(7.9%）

地方交付税
58億3,667万円【2.5%減】

(29.3%）

地方交付税
58億3,667万円【2.5%減】

(29.3%）

平成26年度         平成 27年度        平成 28年度        平成 29年度        平成 30年度

市債

市債および基金の残高の推移

15,892

9,378 9,696 9,787

(百万円）

15,787 16,738
14,527

9,655 9,490

18,435

※市債のうち臨時財政対策債は、交付税により国から措置される市債です。

基金 市債のうち
臨時財政対策債

7,655 7,836 7,848 7,822 7,736
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会　計　名

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

生活排水処理事業特別会計

用地特別会計

歳入決算額

56 億 2,987 万円

6 億 3,725 万円

51億 4,309万円

4億 2,302万円

5,165 万円

4億 5,487 万円

9万円

歳出決算額

54 億 9,235 万円

6 億 3,509万円

49 億 948万円

4億 697 万円

4,872万円

4億 4,791万円

0万円

差　引　額

1億 3,752万円

216万円

2億 3,361万円

1,605 万円

293万円

696万円

9万円

特別会計決算

収益的収入

5億6,266万円

収益的支出

4億8,859万円

資本的収入

1億1,754万円

資本的支出

3億3,650万円

水道事業決算

平成 30 年度の主な事業

事　業　名

総合市民センター（仮称）建設費

有明生活環境施設組合負担金

子ども医療費支給事業

高齢者運転免許証
自主返納助成事業

九州オルレみやま・清水山コース
関連事業

下楠田団地建設事業

決  算  額

3億 1,215万円

2億 6,769万円

1億 1,859万円

828 万円

370万円

3億 5,683万円

概　　要

総合市民センター（仮称）に係る基本設計、実施設計等を実施しま
した。また、事業地における既存施設の解体工事を行いました。

新ごみ処理施設および新火葬施設整備のため、有明生活環境
施設組合に負担金を支出しました。

乳幼児から中学校 3年生までの医療費の一部を支給し、子育
て世代の経済的負担を軽減しました。

高齢者の運転免許証の自主返納を支援するため、タクシー利
用券を交付し、高齢者の交通事故の抑止を図りました。

九州オルレみやま・清水山コースでの各種イベント開催やガイド
の育成を実施し、市内外の観光客誘客や市のPRを行いました。

市営住宅の長寿命化計画に基づき、下楠田団地の建て替え工
事を行いました。

みやま市産の農作物の知名度アップやブランド価値の向上のため、
県内外のイベントでPRしました。さらに、市の農作物をPRするラッ
ピング広告トラックへの補助を行いました。

生ごみ、し尿、浄化槽汚泥のエネルギー化・資源化を進めるため、
バイオマスセンター「ルフラン」の建設を行い、平成 30 年 12月より
本格稼働しました。また、隣接する旧校舎跡地に農作物をブランド
品として加工するための食品加工室等を整備しました。

老朽化のため宿泊等利用が制限されていた清水山荘を改修し、平
成 30 年 11月よりリニューアルオープンしました。

国の補助金を利用し、老朽化した高規格救急車を整備しました。

清水山荘改修事業　8,313 万円 バイオマスセンター整備事業　9億 5,919 万円バイオマスセンター整備事業　9億 5,919 万円

高規格救急車購入費　3,484 万円 農作物販売力強化対策費　403 万円

～平成から令和へ～2019年を振り返る

成人式。380人の新成人誕生
1月13日（写真①）

平成から令和へと、新しい時代を迎えた2019 年。広報に掲載された話題を中心に、1年を振り返ります。

農作物販売力強化対策費　403 万円

清水山荘改修事業　8,313 万円

高規格救急車購入費　3,484 万円

市青少年文化・スポーツ表彰（小・中学生17人を表彰）
3月7日（写真②）

新副市長に宮嵜敬介氏、新教育長に待鳥博人氏が就任
4月1日

みやま子育てサポートセンター（愛称 :みこサポ）開設
4月1日

お笑いコンビ「サンシャイン」が市ふるさと観光大使に就任
4月15日（写真③）

天皇陛下御即位。元号が平成から令和へ
5月1日（写真④）

福岡県総合防災訓練がみやま市で実施
6月2日（写真⑤）

旧山川南部小学校にルフランカフェ、シェアオフィス、食
品加工室がオープン

7月1日（写真⑥）

みやま市議会議員一般選挙
7月7日

故 西原親氏に名誉市民章を贈呈
7月26日

今後10年間の指針となる「第2次みやま市総合計画」を策定
6月

トンガ王国出身の水泳選手、アミニ・フォヌアさんとノエラニ・デ
イさんがオリンピック強化選手としてみやま市で事前キャンプ

9月2日～ 30日（写真⑦）

与田凖一記念館10周年記念事業を実施
10月20日（写真⑧）

市と九州朝日放送株式会社（KBC）が「防災パートナーシッ
プに関する協定」締結。市社会福祉協議会と山門青年会議
所も「災害時相互協力協定」を結び、地域防災力の強化へ

11月8日（写真⑩、⑪）

高校生海外派遣交流事業により、市内の高校生4人が
エネルギーの取り組みで協定関係にあるドイツ連邦共和
国ライン＝フンスリュック郡などを訪問

11月6日～ 11日（写真⑨）

柳川市・みやま市暴力団等排除対策協議会が発足
11月14日（写真⑫）

みやま市の「地域資源を活かした資源循環のまちづくり」
の取り組みが、環境省のプロジェクト「第 7回グッドライ
フアワード」で環境大臣賞優秀賞を受賞

11月30日（写真⑬）

①
③

①① ②②

③

④④⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦ ⑧⑧

⑪⑪

⑨⑨

⑩⑩
⑫⑫ ⑬⑬



健康だより健康だより
問健康づくり課　健康係
　 （℡64-1515）
問健康づくり課　健康係
　 （℡64-1515）

笑顔でいきいき
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ひじき入り白和え今月の逸品！

～みやま市食生活改善推進協議会～～みやま市食生活改善推進協議会～ 毎月１９日は食育の日

作り方
①ひじきは水で戻し、ゆでて
食べやすい長さに切る。小松
菜はゆでて3センチくらいに
切る。人参は千切りにし茹で
る。豆腐はゆでて水けを切る。

②水切りした豆腐とⒶをよく
混ぜ、①と和える。

材料（４人分）

99kcal、塩分0.8ｇ（１人当たり）99kcal、塩分0.8ｇ（１人当たり）

Ⓐ

ひじき(乾燥)
小松菜
人参
木綿豆腐
砂糖
塩
すりごま

あなたのお酒の飲み方は大丈夫?

3ｇ
100ｇ
20ｇ
2分の1丁
大さじ1
小さじ2分の1
大さじ4

お酒の飲み方を見直すポイント
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＝
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＝
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当
番
医
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当
日
の
新
聞
な
ど
で
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
各
医
療
機
関
へ
お
願
い
し
ま
す
。

【
柳
川
山
門
医
師
会
】

　
休
日
当
番
医
診
療
時
間
は
9
時
〜
17
時（
救
急
指
定
病
院
は
除
く
）で
す
が
、
受
診
の
際
は

電
話
で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
内
科
救
急
指
定
病
院
＝
長
田
病
院（
℡
7
2
・
3
5
0
1
）

【
柳
川
山
門
歯
科
医
師
会
】

●
歯
科
休
日
救
急
診
療
＝
歯
科
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡
7
4
・
1
3
3
3
）

　
診
療
時
間
：
10
時
〜
13
時
、
14
時
〜
17
時

【
大
牟
田
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
】

　
休
日
当
番
医
診
療
時
間
は《
内
科
・
小
児
科
・
外
科
》9
時
〜
18
時
、《
眼
科
・
歯
科
》9
時
〜

17
時（※

ひ
ま
わ
り
眼
科
は
10
時
〜
18
時
）で
す
が
、
受
診
の
際
は
電
話
で
確
認
く
だ
さ
い
。

※

県
内
の
在
宅
当
番
医
は
、
福
岡
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.fm
c.fukuoka.m

ed.or.jp ※参考文献 : 北九州市立精神保健センター「お酒とうまくつきあうために～節酒のすすめ～」

　不適切な飲酒は、アルコール健康障がいの原因となります。また、健康だけでなく、飲酒運転や暴力、虐
待、自殺など、さまざまな問題を引き起こすことがあります。

②飲酒量を減らすポイント
◆一日に飲むお酒の量の上限を決める。
◆アルコール度数が低いお酒やソフトドリンクを飲 
　むようにする。
◆自宅にお酒を買い置きしない。
◆はしご酒をしないように、必要以上のお金を持ち
　歩かない。
◆お酒を勧められた場合に、上手に断る練習をして
　おく。（「お酒を控えるよう医師から言われている」
　など）

二日酔いで、仕事を休んだり、約束
を守らなかったりしたことがある

健康診断で肝機能の
異常を指摘された

お酒を飲んでいる時間が長
く、以前より飲む量が増えた

お酒を飲んでいた間の記憶がないことがある

酒を飲まないとイライラすることがある

お酒を飲む機会が多く、少しの
つもりが大量に飲んでしまう・・・

①適度な飲酒のポイント
◆自分のペースで楽しく、ゆっくり飲む。
◆週に2回は、お酒を飲まない日とする。
◆食事をしながら飲む。
◆1日に飲むお酒の量の目安を守る。
　（※女性や高齢者はもっと少なめに）

ビール中瓶1本

日本酒1合

ウィスキーダブル1杯

酎ハイ（6％）
350ml缶1本
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◆夜間・休日にお子さまの
　　　　　　病気で対応に迷ったら…
⇒小児救急でんわ相談  電話「＃8000」
　　（小児科医師や看護師に電話で
　　　　　　　　相談ができます）
◆急なけがや病気で対応に迷ったら…
⇒救急でんわ相談  電話「＃7119」
　　（看護師が救急車利用の電話
　　　相談を24時間受け付けます）
※明らかに緊急を要する場合は
　すぐに救急車（119番）を呼んでください！

休日当番医
（11㌻に掲載）

坂西内科医院
 ℡52-2025（原山町）

和田医院
 ℡55-1529（歴木）

休日当番医
（11㌻に掲載）

休日当番医
（11㌻に掲載）

休日当番医
（11㌻に掲載）

大牟田市立病院
 ℡53-1061（宝坂町）

大牟田市立病院
 ℡53-1061（宝坂町）

大牟田市立病院
 ℡53-1061（宝坂町）

大牟田市立病院
 ℡53-1061（宝坂町）

大牟田市立病院
 ℡53-1061（宝坂町）

平田小児科内科医院
 ℡52-4195（歴木）

日の出町すぎ病院
 ℡55-3000（東新町）

末吉小児科内科医院
 ℡59-8100（船津町）

大牟田市立病院
℡53-1061（宝坂町）

吉野こどもクリニック
 ℡58-3132（宮崎）

篠塚小児科皮膚科医院
 ℡58-5000（橘）

末吉小児科内科医院
 ℡59-8100（船津町）

大牟田市立病院
 ℡53-1061（宝坂町）

やまかわクリニック
 ℡52-2705（中白川町）

大牟田市立病院
 ℡53-1061（宝坂町）

江の浦医院
 ℡22-5050（江浦町）

こが小児科医院
 ℡53-1150（岬）

和田医院
 ℡55-1529（歴木）

休日当番医
（11㌻に掲載）

やまかわクリニック
 ℡52-2705（中白川町）

吉野こどもクリニック
 ℡58-3132（宮崎）

休日当番医
（11㌻に掲載）

休日当番医
（11㌻に掲載）

休日当番医
（11㌻に掲載）

和田医院
 ℡55-1529（歴木）

１歳６カ月児健診 あたご苑
フッ素塗布
（13:00~13:20 受付、あたご苑）

行政・心配ごと相談
（13:00~16:00 げんきかん）

行政・心配ごと相談
（9:00~12:00まいピア高田）

４カ月児健診 あたご苑

１０カ月児健診 あたご苑

日曜コンサート
（11:30~図書館【瀬高】）

発達相談 
※要予約（9:00~12:00あたご苑）

おはなし会
（14:00~図書館【瀬高・高田】）

母子手帳交付
（10:15~10:30 受付）

心配ごと相談
（13:00~16:00 本郷小学校）

心配ごと相談
（13:00~16:00 げんきかん）

税と使用料の　　
　　　口座振替日

母子手帳交付
（10:15~10:30 受付）

農業委員会総会
（14:00~高田支所会議室）
農地相談
（15:30~ 高田支所会議室）

おはなし会
（14:00~ 図書館【瀬高・山川】）

人権何でも相談所
（13:00~16:00みやま市立図書館）
認知症・高齢者相談会
（13:30~15:30市地域包括支援センター）

日曜コンサート
（11:30~ 図書館【瀬高】）

行政・心配ごと相談
（13:00~16:00 本郷小学校）

３歳児健診 あたご苑

心配ごと相談
（9:00~12:00まいピア高田）

おりがみ相談室
（14:00~ 図書館【山川】）

　　  定 例 行 事・相 談
つどいの広場（あたご苑）
【月～土曜、10:00-16:00】

いきいきライフ教室（げんきかん）
【火・金曜、9:30-11:00】

家庭児童相談室（TEL 64-1566） 
【月～金曜、8:30-17:00】

ヤングテレホンみやま（TEL 63-4000）
【土曜、13:00-16:00】

教育委員会
（14:00~ 山川支所第４会議室）

みやマルシェ
（9:30~11:00JR瀬高駅前）離乳食教室

※要予約（10:00~あたご苑）

おはなし会
（14:00~ 図書館【瀬高】）

広報みやま発行日

広報みやま発行日

献血
（10:00~12:30/13:30~15:30
みやま市役所本庁前）

心配ごと相談
（13:00~16:00 本郷小学校）

献血
（10:00~11:30/12:30~15:30
げんきかん）

献血
（10:00~11:30/12:30~15:30
あたご苑）

成人式
（10:00~まいピア高田）
臼かぶり
（10:00~ 江浦町二の丸・吉原
地区）

幸若舞
（11:30~大江天満神社）

1月の休日当番医は11ページに掲載しています。
…平日時間外小児急患診療（19:00～22:00 ※土曜日のみ14:00～22:00）
　木曜・土曜の大牟田市立病院は協力医療機関の医師が大牟田市立病院に出向いて診療を行います。 

竹飯八幡宮境内竹灯籠奉納
12月31日（17:00~翌午前2:00）
1月1日～5日（17:00~22:00）
（竹飯八幡宮）

みやま市消防出初式
（9:00~ みやま市消防本部）

第１２回みやま市・柳川市
暴力団追放総決起大会
（開場12:45~ 柳川市民会館）

わすれていませんか、「納税」を。
　みやま市では、市税の確保と納期内納税者との公平性を保つため、
滞納者に対して財産（預貯金・給与・不動産・自宅捜索による動産等）
の差し押さえを行い、公売等の強制換価による徴収に力を入れています。

南筑後地区県・市町合同公売会を開催します
■日時　1月18日㈯
　　　  （開場＝午後1時、入札時間＝午後1時30分～午後2時）
■場所　まいピア高田
■出品物　日用品や家電品、インテリア用品など138点
■公売方法
　入札・せり売り（見積価額以上かつ最高価額の人を落札者とします）
■必要なもの
　本人確認できる証明書（運転免許証など）・印鑑・購入代金・委
任状（代理人の場合）
※出品物などの詳細は市のホームページに掲載しています

■注意事項
・入札は、誰でも参加できます。ただし、出品物を差し押さえられた
本人や過去に公売を妨害した人などは参加できません。
・滞納税の完納などにより、出品を中止する場合があります。
・ブランド名や作者名、焼き物の名称などの記載は、本物であること
を保証するものではありません。
・出品物は、未使用であっても中古品扱いで、経年劣化や汚れ、傷
などがある物件もあります。現物をよく確認してください。
・公売物件の見積価額（最低公売価額）は低めに設定しています。
返品はできませんので、注意事項をよく読んで入札してください。

問税務課 収納係（℡64-1537）

実施機関

大川市

みやま市

筑後市

八女市

大木町

広川町

柳川市

品名

腕時計

二層式洗濯機

かびん

芋焼酎

カップセット

ゴルフバッグ

液晶テレビ24型

見積価額（最低公売価額）

600 円

2000 円

500 円

500 円

500 円

7000 円

2000 円

■主な出品一覧

　病気や事故などにより髪を失った人へ、医療用ウィッグ
（かつら）の材料となる髪の毛を提供する活動「ヘアドネー
ション」について知り、がんで他界した自分の祖母も抗が
ん剤治療の際にウィッグを着けていたことを思い出した
森さん。困ったり苦しんだりしている人のために何かした
いと、伸ばしていた自分の髪をカットして寄付。感謝状
カードを受け取り、11月21日、その報告に訪れました。森陽春さん（水上小6年）

ひばり



図書館通信
問みやま市立図書館（℡64-1117）
　山川市民センター図書館（℡67-0401）
　まいピア高田図書館（℡22-6655）

人づくり  つながりづくり  地域づくり
まなびの教室
問社会教育課 人権・同和教育係
　 （℡32-9184・Fax32-9192）

夢ふくらむ  知的空間

1415 広報みやま　2020. 1月号広報みやま　2020. 1月号

開館時間（全館）  午前10時～午後６時
※金曜日は、みやま市立図書館（瀬高館）のみ午後8時まで
（年末年始は12/28～1/4休館）

日 月 火 水 木 金 土

7
14
21
28

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

みんなが幸せに生きるために
～差別をなくすために～

※所蔵していない本は、リクエストでできるだけお応えしていきます。お気軽にお尋ねください。

(み)みやま市立図書館　　(山)山川市民センター図書館　　(高)まいピア高田図書館

みやま市立図書館
ホームページ

ツイッター
（@miyamalibrary）

インスタグラム
（@miyamalibrary）

人権尊重の
まちづくり

1
月
1
日

　
日
直 

社
会
教
育
課

　
人
権
・
同
和
教
育
係

※TRC週刊新刊全点案内より

▶
1
月
の
休
館
日

じゅん

児童(み) 図書館からの冒険
岡田 淳／作

柴野崎小学校の図書館から渉がワープしたのは、
地震と嵐で荒れはてた、シバノザキ島という不思
議な島だった。渉はそこで父親をさがす少女サキ
と出会い、ふたりは島を救おうと動きだす。長編
ファンタジー。

児童(み) どうなる？これからのお金図鑑
荻原 博子／監修

2025 年より一新されるお札のデザイン、ますます
加速するキャッシュレスの流れ、仮想通貨…。こ
れからのお金はどうなっていくのか？お金につい
て、カラーイラストとともにわかりやすく解説する。

絵本(山) やすみのひ
小池 壮太／作

めざましどけい、ほうき、コップ…。身の回りのも
のたちは、やすみのひになにしてるのかな？一日
中、好きなことしかやらないの！休日のたのしさ、
心地よさをユーモラスにつづる絵本。

絵本(山) グレース・ホッパー ～プログラミングの女王～
ローリー・ウォールマーク／文、ケイティ・ウー／絵 、長友 恵子／訳

人生の 50 年以上を費やしてコンピューターの問
題に取り組んだグレース。誰もがプログラミング
ができるようにと、人間の言葉を読み取るプログ
ラムを作り…。プログラミングの女王、グレース・
ホッパーの生涯を描いた伝記絵本。

むこうやままたしちろう

一般(高) 計策師 ～甲駿相三国同盟異聞～
赤神 諒／著

こうすんそう

あかがみ りょう

甲斐・武田信玄の側近・向山又七郎は、舌先で
戦う計策師。暇乞いと引き換えに下された仕事
は、武田が戦国の世を生き抜くための巨大な外
交課題だった…。甲駿相三国同盟を題材とした書
下ろし歴史エンターテインメント小説。

一般(高) 本を読めなくなった人のための読書論
若松 英輔／著

本が読めなくなったのは、内なる自分からのサイ
ン。だから、読めないときは無理をして読まなくて
もいい。本は、たくさん読まなくていい。多読・速
読を超えて、人生の言葉と「たしかに」出会う読書
を提案する。

新 着 図 書 紹 介

1 月 の 催 し・特 設 コ ー ナ ー

みやま市立図書館（瀬高館）

場　　　　　所

おはなし会

日曜コンサート

マガジンリサイクル

一般  幸せいっぱい！
児童  新年 あけましておめでとう！

山川市民センター図書館（山川館）
おはなし会

おりがみ相談室
一般  体も心もぽっかぽかに
絵本  ことしの主役はわたし☆

まいピア高田図書館（高田館） おはなし会
一般  今年こそ 脱！正月太り
児童  さむいさむい ふゆのおはなし

も　よ　お　し 日　　　　　時 特設コーナー

11・18・25日 午後2時～午後2時30分

12・26日 午前11時30分～午前11時50分

11日 午前10時30分～午後5時

11日 午後2時～午後3時

18日 午後2時～午後2時30分

11日 午後2時～午後2時40分

市民ギャラリーKusu-Kusu
（瀬高館カフェスペース内） わくわく！サイエンス

日　　　　　時
29日～ 2月9日

内　　　　　容
科学おもちゃの実物展示
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　日ごろの生活の中で、嫌な思いをしたり、生きにくさを感じたことはありませんか？また、自分の思い込みや誤解で
だれかを傷つけたことはありませんか？自分では、「差別しない」と思っていても、気づかないうちに相手は嫌な気持
ちになったことがあるかもしれません。
　私たちの身の回りには、人権に関するさまざまな問題（差別や偏見）があります。どんなものがあるでしょうか？

啓発活動強調事項 17項目（法務省）

①女性の人権を守ろう

②子どもの人権を守ろう

③高齢者の人権を守ろう

④障がいを理由とする偏見や差別をなくそう

⑤同和問題（部落差別）を解消しよう

⑥アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう

⑦外国人の人権を尊重しよう

⑧HIV 感染者・ハンセン疾患者等に対する
　偏見や差別をなくそう

⑨刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をなくそう
⑩犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
⑪インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
⑫北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
⑬ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
⑭性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう
⑮性自認を理由とする偏見や差別をなくそう
⑯人身取引をなくそう
⑰東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう

い
ろ
ん
な
課
題

が
あ
る
ね

　上記の強調事項（言葉）を知ったというだけでは差別や偏見はなくなりません。
　私たちひとりひとりが、差別の現実や当事者の思いに気づき、考えて自分の発言や行動
を振り返り、相手を思いやる発言や行動につなげていく必要があります。

　相手を思いやる豊かな心の人づくり・地域づくりが形成され、人権課題への取り組みが広がっていくように、
みやま市は、●地域での学習の場の提供や講演会の開催、人権作文の広報掲載等の啓発活動
　　　　　  ●「あいさつ＋ひと声運動」の推進　等に取り組んでいます。

学校での取り組み

大江小学校では、昨年度より「性の多様性」に対する理解を促す教育に取り組
んでいます。お互いを尊重することで将来にわたって自分らしさを発揮し、安
心して生活ができる社会をつくることを「ねらい」としています。

「あいさつ＋ひと声運動」

例、「おはようございます。体調はどう？」
　  「おかえりなさい。部活頑張っているね」
など、あいさつの後に相手を思いやるひと声をかけて
みましょう。

※立ち止まって「人権」について考えてみませんか？
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まちのわだいまちのわだいまちのわだい

長田の大銀杏黄葉まつり
金色に輝く大イチョウ

清水山もみじウォーク
もみじ、カエデ見頃を迎え

有明圏域定住自立圏消防合同訓練
情報共有と連携を図る

　

11
月
27
日
、
市
消
防
本
部
で
、

み
や
ま
市
・
大
牟
田
市
・
柳
川
市

の
各
消
防
本
部
が
合
同
で
第
二
次

有
明
圏
域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ

ョ
ン
に
基
づ
く
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は

毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
は
、

建
物
火
災
で
2
人
が
逃
げ
遅
れ
た

と
い
う
想
定
で
実
施
。
現
場
に
お

け
る
指
揮
隊
・
救
助
隊
・
消
防
隊

の
連
携
や
閉
所
か
ら
の
人
命
救

助
、
高
所
か
ら
の
人
命
救
助
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

▲高所からの人命救助訓練

お
い
ま
つ

九折川砂防事業現場体験
作業現場を肌で感じる

　

11
月
20
日
、
桜
舞
館
小
学
校
の
5
年
生
を
対

象
に
、
九
折
川
砂
防
事
業
現
場
体
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
域
の
防
災
意
識
の
向
上
と
公
共
工

事
へ
の
興
味
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
作

業
場
を
訪
れ
た
児
童

た
ち
は
各
班
に
分
か

れ
、
重
機
試
乗
や
測

量
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

記
念
撮
影
な
ど
、
実
際

の
機
材
を
用
い
て
工
事
現
場
の
仕
事
を
体
験
。

初
め
て
触
れ
る
機
材
や
、
地
上
約
15
㍍
の
堰
堤

上
か
ら
の
眺
め
に
児
童
た
ち
は
驚
き
を
隠
せ

な
い
様
子
で
し
た
。

　

11
月
24
日
、
瀬
高
町
長
田
の
老
松
神
社
と
上

長
田
公
民
館
で「
長
田
の
大
銀
杏
黄
葉
祭
り
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
老
松
神
社
の「
い
っ
ち
ょ
う

の
木
」は
、
約
4
1
0
年
前
、
社
殿
建
立
の
際
に

ご
神
木
と
し
て
植
栽
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、

県
の
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

雨
天
の
た
め
、
子
ど
も
み
こ
し
の「
大
志
み
こ
し
」

は
社
殿
内

で
行
わ
れ

ま
し
た
が
、

祭
り
会
場
に
は
農
産
物
や
漬
物
、

惣
菜
な
ど
が
並
び
、
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

堰堤からの景色を眺めました

重機に試乗

つ
づ
ら
が
わ

ひ
び
き

年末年始特別警戒出動式・年末の交通安全県民運動
年末年始も安全に　

作品を朗読する江﨑さん

　

12
月
3
日
、
柳
川
警
察
署
で
年
末
年
始
特
別
警

戒
出
動
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
み
や
ま

市
の「
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
」と
、
柳
川
市
の「
水
の
精
」

が
一
日
警
察
署
長
に
委
嘱
さ
れ
、
警
戒
部
隊
の
出

発
を
出
席
者
の
皆
さ
ん

と
見
送
り
ま
し
た
。

　

12
月
11
日
に
は
、
年

末
の
交
通
安
全
県
民
運

動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
ア

ス
タ
ラ
ビ
ス
タ
下
庄
店
で
行
わ
れ
、
小
・
中
学

生
交
通
安
全
図
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰

さ
れ
た
江
﨑
響
さ
ん（
上
庄
小
5
年
）が
、
作
品
を

朗
読
し
、
交
通
事
故
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

警戒部隊出発

　

11
月
23
日
、「
清
水
山
も
み
じ
ウ

ォ
ー
ク
」が
開
催
さ
れ
、
市
内
外

か
ら
約
3
0
0
人
が
参
加
。
も
み

じ
や
カ
エ
デ
が
咲
き
誇
り
、
秋
深

ま
る
清
水
山
で
の
山
歩
き
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
5
㌔
コ
ー
ス
と
大
観

峰
ま
で
周
る
10
㌔
コ
ー
ス
。

　

参
加
者
た
ち
は
清
水
山
楼
門
や
三

重
塔
な
ど
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
文
化

財
を
巡
り
、
見
頃
を
迎
え
た
清
水
山

の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
元
気
に
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲清水山の秋を楽しみました

第1回市民公開講座
晴れのまち みやま で明るい老後

　

11
月
30
日
、
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主

催
の
市
民
公
開
講
座「
晴
れ
の
ま
ち
み
や
ま
で

明
る
い
老
後
〜
元
気
な
う
ち
か
ら
考
え
よ
う

〜
」が
、
保
健
医
療
経
営
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ヨ
コ
ク
ラ
病
院
院

長
・
横
倉
義
典
氏
の
講

演
に
続
き
、
江
の
浦
医

院
院
長
・
中
村
照
氏
を

座
長
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
市
内
の
医
療
機
関
や
介
護

施
設
な
ど
か
ら
医
療
・
介
護
の
専
門
家
で
あ
る

8
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
医
療
や
介
護
の
現
状

や
今
後
の
展
望
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

シンポジウム

横倉先生による講演

お
お
い
ち
ょ
う
こ
う
よ
う

え
ん
て
い

秋満喫オルレ
清水山の自然を満喫

　

11
月
22
日
、
九
州
オ
ル
レ
み
や
ま
・
清
水
山
コ

ー
ス「
み
や
ま
の
秋
満
喫
オ
ル
レ
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
み
や
ま
・
清
水
山
コ
ー
ス
は
、
歴
史
と
自

然
に
囲
ま
れ
た
全
長
11
.
5
㌔
㍍
の
コ
ー
ス
で
、

市
内
外
か
ら
約
4
0
0

人
が
参
加
。
コ
ー
ス
の

途
中
で
は
地
域
の
皆
さ

ん
が
、
ぜ
ん
ざ
い
や
山

川
み
か
ん
、
焼
き
菓
子

な
ど
で
お
も
て
な
し
。
昼
食
で
は
、
栗
ご
は
ん
、

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
清

水
山
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

女山森林公園

山川みかんでおもてなし 重機に試乗

し
こ

琴奨菊関が下庄放課後児童クラブへ
お相撲さんと交流

　

11
月
28
日
、
柳
川
市
出
身
の
力
士
、
琴
奨
菊
関

が
下
庄
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
訪
れ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
け
ん
玉
を
使
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
歓
迎
。
琴
奨
菊
関
が
四
股
を
披
露
す
る
と
、

本
物
の
力
士
な
ら
で
は

の
作
法
、
身
体
の
大
き

さ
に
児
童
た
ち
は
興
味

津
々
。
そ
の
後
は
写
真

撮
影
、
握
手
会
も
あ
り
、

児
童
た
ち
の
喜
び
の
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
27
日
に
は
市
長
へ
の
表
敬
訪
問
の
た

め
市
役
所
を
訪
れ
、
今
後
の
意
気
込
み
を
力
強

く
語
り
ま
し
た
。

お相撲さんに興味津々

琴奨菊と握手琴奨菊と握手 山川みかんでおもてなし
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・
教
室

広告  ※灯油切れよさようなら(^^)/  ※注文忘れもさようなら(^^)/

ほっかほっか定期便 始めました！
※当社スタッフが毎月2回お客様のボイラーを定期巡回し給油するサービスです。

https://www.otakasekiyu.com

有限会社大高石油
福岡県みやま市高田町徳島191

受付時間：月曜日～土曜日　9:00～17:00

0944-22-5002☎

注文時の
お電話不要

給油時の
立ち合い不要

毎月の
請求書発行

安心の
口座振替

ほっかほっか
定期便！！

お気軽に
お電話下さい

灯油配達の新しいサービス
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み
や
ま
市
・
柳
川
市

暴
力
団
追
放
総
決
起
大
会

　
「
暴
力
団
の
い
な
い
安
全
で
安
心
で

き
る
ま
ち
」の
実
現
の
た
め
に
結
集
し

ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
1
月
18
日
㈯
午
後
1
時
30
分

〜
▼
場
所
＝
柳
川
市
民
会
館
▼
内
容
＝

講
演「
暴
力
団
に
よ
る
み
か
じ
め
料
損

害
賠
償
訴
訟
に
つ
い
て
」、
共
同
ア

ピ
ー
ル
・
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
、
音
楽

隊
演
奏
な
ど

問
総
務
課 

庶
務
法
制
係

（
℡
６
４
・
１
５
０
２
）

銃
に
よ
る
カ
モ
の
駆
除
・
捕
獲

　

ノ
リ
養
殖
被
害
防
止
の
た
め
、
有
明

海
海
上
で
カ
モ
の
駆
除
・
捕
獲
を
実
施

し
ま
す
。

▼
日
時
＝
①
1
月
10
日
㈮
か
ら
16
日
㈭

ま
で
の
間
の
4
日
間
②
1
月
27
日
㈪
か

ら
31
日
㈮
ま
で
の
間
の
4
日
間
▼
満
潮

前
後
2
〜
3
時
間
を
予
定

問
福
岡
有
明
海
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

（
℡
７
３
・
６
１
６
６
）

児
童
扶
養
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

▼
振
込
日
＝
1
月
10
日
㈮
▼
支
給
対
象

月
＝
11
月
、
12
月

※

指
定
口
座
を
確
認
く
だ
さ
い

※

次
回
の
支
払
は
3
月
で
す
。

問
子
ど
も
子
育
て
課 

子
ど
も
子
育
て
係

（
℡
６
４
・
１
５
３
５
）

県
立
久
留
米
聴
覚
特
別
支
援
学
校

幼
稚
部
入
学
者
選
考

▼
対
象
＝【
入
学
】聴
覚
に
障
が
い（
両

耳
の
聴
覚
が
お
お
む
ね
60
ｄ
B
以
上
）

が
あ
り
、
平
成
28
年
4
月
2
日
〜
平
成

29
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人【
編
入
】

聴
覚
に
障
が
い（
両
耳
の
聴
覚
が
お
お

む
ね
60
ｄ
B
以
上
）が
あ
り
、
平
成
26

年
4
月
2
日
〜
平
成
28
年
4
月
1
日
に

生
ま
れ
た
人
▼
出
願
期
間
＝
1
月
31
日

㈮
〜
2
月
7
日
㈮
▼
入
学
選
考
日
＝
2

月
14
日
㈮
午
前
9
時
45
分
〜
11
時
30
分

問
同
校

（
℡
0
9
4
2
・
4
4
・
2
3
0
4
／

Fax
0
9
4
2
・
4
5
・
0
1
3
9
）

消
防
団
の
施
設
が新し

く
な
り
ま
し
た

　

市
消
防
団
水
上
第
2
分
団
の
格
納
庫

が
完
成
し
、
11
月
24
日
に
落
成
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
格
納
庫
は
鉄
骨
造

り
2
階
建
て
で
水
防
倉
庫
な
ど
も
備
え

て
お
り
、
地
域
の
防
災
の
要
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
消
防
本
部 

総
務
課 

消
防
団
係

（
℡
６
2
・
5
1
2
5
）

 人口動態（令和元年11月末現在）

人　口    3 7 , 1 8 1人 (前月比-73)
男 17,351人
女 19,830人

世帯数    1 4 , 4 2 5世帯 (前月比-9)

人口前月比の内訳
出 生        
死 亡       
転入等
転出等

14人
34人
40人
93人

問市民課（℡64-1513）

ワ
ク
ワ
ク
楽
し
い
生
涯
学
習
講
座

「
落
ち
葉
ア
ー
ト（
落
ち
葉
絵
）体
験
」

　

自
然
素
材
の「
葉
っ
ぱ（
落
ち
葉
）」を

材
料
に
、
干
支（
ネ
ズ
ミ
）な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
絵
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
作
品
は
小
枝
な
ど
で
加
工

し
た
額
に
入
れ
、
仕
上
げ
ま
す
。

▼
日
時
＝
①
1
月
21
日
㈫
②
1
月
28
日

㈫
。
各
午
前
10
時
〜
正
午
▼
場
所
＝
み

や
ま
市
立
図
書
館
▼
講
師
＝
夢
文
庫
・

百
田
恵
子
氏
▼
対
象
＝
み
や
ま
市
在
住

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人（
2
回
と
も

参
加
で
き
る
人
）▼
受
講
料
＝
無
料（
材

料
費
2
0
0
円
は
必
要
）▼
定
員
＝
12

人（
先
着
順
）▼
申
込
期
間
＝
1
月
6
日

㈪
〜
17
日
㈮
▼
フ
ァ
ク
ス
か
電
話
で
申

し
込
み

問
社
会
教
育
課 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
℡
３
２
・
９
１
８
0
／
Fax
3
2
・
9
1
9
2
）

つ
ど
い
の
広
場
子
育
て
講
習
会（
無
料
）

【
講
話
・
子
ど
も
の
よ
り
よ
い
発
達
の

た
め
に
】▼
日
時
＝
1
月
27
日
㈪
午
前

10
時
30
分
〜
正
午
▼
場
所
＝
あ
た
ご
苑

▼
講
師
＝
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
・
篠

原
真
理
子
氏
▼
対
象
＝
乳
幼
児
の
保
護

者
な
ど
15
人（
要
予
約
）▼
託
児
＝
無
料

（
要
予
約
。
定
員
あ
り
）

問
つ
ど
い
の
広
場（
℡
２
２
・
５
０
０

０
。
月
〜
金
。
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）

第13回みやま市民駅伝大会
ゴールを目指し思いをつなぐ

人権啓発講演会・街頭啓発活動
人権について考える

　

11
月
30
日
、
山
川
市
民
セ
ン
タ
ー
で「
い
の

ち
を
い
た
だ
い
て
つ
な
ぐ
こ
と
」と
題
し
て
、

助
産
師
の
内
田
美
智
子
さ
ん
に
よ
る
人
権
啓

発
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内
田
さ
ん
の

助
産
師
と
し
て
の
経

験
を
も
と
に
、
命
の
大

切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
27
日
に

は
、「
人
権
週
間
」
の
啓

発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
道
の
駅
み
や
ま
で

街
頭
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
長
や
副

市
長
、
人
権
擁
護
委
員
な
ど
が
、
買
い
物
客
な

ど
に
人
権
啓
発
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

街頭啓発活動

人権啓発講演会

民生委員・児童委員および主任児童委員委嘱状伝達式
地域の身近な相談相手です

新谷校長

廣瀬さん、橋本さん

税
に
つ
い
て
の
作
文

納
税
貯
蓄
組
合
会
長
賞

橋
本
茉
南
さ
ん（
瀬
高
中
2
年
）

み
や
ま
市
長
賞

廣
瀬
大
飛
さ
ん（
瀬
高
中
2
年
）

柿原廣典さん（写真右）

第
22
回
福
岡
県
農
林
水
産

ま
つ
り

農
林
水
産
業
特
別
功
労
者
表
彰

長野久さん（写真右）

　

12
月
8
日
、
み
や
ま
市
民
駅
伝
大
会
が
保

健
医
療
経
営
大
学
で
開
催
さ
れ
、
計
68
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
小
学
生
男
子
　
優
勝
＝
江
浦

少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
、
準
優
勝
＝

山
川
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
B　

▼
小
学
生
女
子
　

優
勝
＝
み
や
ま
ク
イ
ー
ン
ズ

Ａ
、
準
優
勝
＝
山
川
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

▼
中
学
生
男
子
　
優
勝
＝
高
田
中
選
抜
、
準
優
勝
＝
筑
後
リ
バ
ー

ズ
Ａ　

▼
中
学
生
女
子　

優
勝
＝
高
田
中
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
Ａ
、
準
優
勝
＝
東
山
女
バ
ス　

▼
一
般　

優
勝
＝
み
や

ま
市
走
ろ
う
会
Ａ
、
準
優
勝
＝
赤
兎　

▼
楽
走　

優
勝
＝
や
ま
り

く（
山
門
高
校
陸
上
部
）、
準
優
勝
＝
ひ
ま
わ
り
S
p
o
r
t
s

第
22
回
福
岡
県
農
林
水
産

ま
つ
り

農
林
水
産
業
特
別
功
労
者
表
彰

　

12
月
1
日
、
3
年
に
一
度
の
民
生
委
員
児
童
委
員

お
よ
び
主
任
児
童
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
3
日
、

ま
い
ピ
ア
高
田
で
委
嘱
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、

地
域
福
祉
の
増
進
の
た
め

に
生
活
や
福
祉
全
般
に
関

す
る
相
談
を
受
け
、
助
言

や
情
報
提
供
、
見
守
り
な

ど
の
支
援
活
動
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
児
童
福
祉
法
に
よ
る
児
童
委
員
も
兼
ね

て
い
ま
す
。
今
回
35
人
が
再
任
さ
れ
、
51
人
が
新
た

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
退
任
さ
れ
る
方
54
人

へ
の
感
謝
状
伝
達
式
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

委嘱状を受け取る
内山田建夫さん（高田地区）
委嘱状を受け取る
内山田建夫さん（高田地区）

感謝状を受け取る
松尾修一さん（山川地区）
感謝状を受け取る
松尾修一さん（山川地区）

街頭啓発活動

人権啓発講演会

楽走の部
（やまりく  山門高校陸上部）

ま
な
み

や
ま
と
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人
権
相
談（
無
料
）

【
人
権
何
で
も
相
談
所
】

▼
日
時
＝
1
月
15
日
㈬
午
後
1
時
〜
4

時
▼
場
所
＝
み
や
ま
市
立
図
書
館
▼
相

談
内
容
＝
い
じ
め
、
体
罰
、
部
落
差
別
・

男
女
差
別
・
外
国
人
差
別
な
ど
の
差
別

問
題
、
家
庭
内
・
借
地
借
家
・
相
隣
間

の
も
め
ご
と
な
ど

【
女
性
相
談
】

▼
日
時
＝
1
月
9
日
㈭
午
前
10
時
〜
午

後
3
時
▼
場
所
＝
福
岡
法
務
局
柳
川
支

局
▼
相
談
内
容
＝
原
則
と
し
て
女
性
か

ら
の
相
談
▼
女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す

問
福
岡
法
務
局 

柳
川
支
局

（
℡
7
2
・
2
6
4
0
）

福
岡
県
認
知
症
介
護
相
談
窓
口

（
無
料
）

　

県
で
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

が
抱
え
る
認
知
症
に
関
す
る
介
護
の
悩

み
に
つ
い
て
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

▼
日
時
＝
水
曜
・
土
曜
の
午
前
11
時
〜

午
後
４
時
▼
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ（
春
日
市
原
町
）▼
要
予
約
▼
電
話
で

の
相
談
も
可
▼
予
約
・
相
談
電
話
番
号

＝（
℡
０
９
２
・
５
７
４
・
０
１
９
０
）

問
県
高
齢
者
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

（
℡
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
５
０
）

福
岡
県
若
年
性
認
知
症

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
無
料
）

　

県
で
は
、
若
年
性
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
を
対
象
に
、
医
療
や
福
祉
、
就

労
な
ど
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
火
曜
〜
土
曜
の
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
▼
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ（
春
日
市
原
町
）▼
要
予
約
▼
電
話
で

の
相
談
も
可
▼
予
約
・
相
談
電
話
番
号

＝（
℡
０
９
２
・
５
７
４
・
０
１
９
6
）

問
県
高
齢
者
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

（
℡
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
５
０
）

遺
言
な
ど
の
公
証
法
律
相
談（
無
料
）

▼
日
時
＝
1
月
11
日
㈯
午
前
9
時
〜
午

後
5
時（
１
組
約
50
分
）▼
場
所
＝
大
牟

田
公
証
役
場（
大
牟
田
市
不
知
火
町
）▼

相
談
内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者
な

ど
の
財
産
管
理（
任
意
後
見
な
ど
）、
金

銭
・
不
動
産
の
貸
借
、
離
婚
、
尊
厳
死

宣
言
な
ど
▼
平
日
に
事
前
電
話
予
約
が

必
要

問
同
公
証
役
場（
℡
5
2
・
5
9
4
4
）

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア
2
0
2
0

in
F
U
K
U
O
K
A

▼
日
時
＝
2
月
8
日
㈯
午
前
11
時
〜
午

後
4
時
▼
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
）▼
対
象
＝
社
会
福
祉
施

設
・
事
業
所
へ
の
就
職
希
望
者（
資
格
・

経
験
は
不
要
）▼
内
容
＝
就
活
応
援
セ

ミ
ナ
ー
、
就
職
面
談
会（
1
7
0
法
人

予
定
）、
福
祉
関
係
資
格
・
求
職
相
談

▼
託
児
＝
生
後
5
カ
月
〜
就
学
前
ま
で

（
要
予
約
）

問
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会 

人
材
・
情

報
課（
℡
0
9
2
・
5
8
4
・
3
3
1
0
）

http://w
w
w
.fuku-shakyo.jp/

保
健
医
療
経
営
大
学
公
開
講
座

（
無
料
）

▼
日
時
＝
1
月
14
日
㈫
午
後
7
時
〜
8

時
30
分
▼
場
所
＝
同
大
学
▼
内
容
＝

「
キ
ン
グ
牧
師
の
〝
I   

H
a
v
e  

a   

D
r
e
a
m
〞
考
」（
講
師
＝
同
大
学
教

授
・
佐
藤
哲
三
氏
）▼
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
同
大
学 

大
石（
℡
6
7
・
7
0
0
7
）

福
岡
県
弁
護
士
会
に
よ
る

市
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

▼
日
時
＝
1
月
18
日
㈯
午
後
１
時
〜
２

時
30
分（
受
付
＝
午
後
０
時
30
分
〜
）▼

場
所
＝
筑
後
弁
護
士
会
館（
久
留
米
市

篠
山
町
）▼
内
容
＝「
こ
ん
な
に
変
わ
っ

た
！
相
続
法
改
正
！
」▼
定
員
＝
先
着

70
人
程
度
▼
事
前
申
し
込
み
不
要

問
同
会
筑
後
部
会
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー（
℡
０
９
４
２
・
３
０
・
０
１
４
４
）

自
衛
官
候
補
生
募
集

▼
応
募
資
格
＝
令
和
2
年
4
月
1
日
現

在
で
18
歳
以
上（
高
校
卒
業
見
込
み
の

人
も
含
む
）33
歳
未
満
の
人
▼
試
験
日

＝
1
月
26
日
㈰
▼
試
験
会
場
＝
陸
上
自

衛
隊
久
留
米
駐
屯
地
▼
応
募
期
限
＝
1

月
14
日
㈫
▼
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
自
衛
隊
大
牟
田
地
域
事
務
所

（
℡
５
２
・
３
８
１
０
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒（
一
般
採
用
）募
集

▼
応
募
資
格
＝
令
和
2
年
4
月
1
日
現

在
で
、
中
学
校
卒
業
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
の
前
期
課
程
を
修
了
す
る（
見
込

み
の
人
も
含
む
）15
歳
以
上
17
歳
未
満

の
人
▼
募
集
人
数
＝
約
2
8
0
人
▼
試

験
日
＝
1
月
18
日
㈯
▼
応
募
期
限
＝
1

月
6
日
㈪
▼
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
自
衛
隊
大
牟
田
地
域
事
務
所

（
℡
５
２
・
３
８
１
０
）

大
牟
田
医
師
会
看
護
専
門
学
校

二
次
募
集

▼
募
集
課
程
＝
准
看
護
科
・
看
護
科
▼

出
願
期
間
＝
1
月
14
日
㈫
〜
21
日
㈫
▼

試
験
日
＝
1
月
25
日
㈯
▼
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
同
校 http://w

w
w
.dai-kan.com

（
℡
5
2
・
7
6
9
8
／
Fax
5
2
・
7
6
7
2
）

福
岡
共
同
公
文
書
館
企
画
展（
無
料
）

「
ふ
く
お
か  

ス
ポ
ー
ツ
の
軌
跡
」

　

明
治
以
降
の
福
岡
県
の
ス
ポ
ー
ツ
の

軌
跡
を
公
文
書
や
写
真
な
ど
の
資
料
で

紹
介
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
2
月
4
日
㈫
〜
3
月
22
日
㈰

（
月
曜
、
祝
日
休
館
）▼
場
所
＝
福
岡
共

同
公
文
書
館（
筑
紫
野
市
上
古
賀
）

【
関
連
イ
ベ
ン
ト（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
）】

▼
日
時
＝
2
月
22
日
㈯
、
3
月
8
日

㈰
。
各
午
前
10
時
30
分
〜
、
午
後
2
時

〜（
各
回
30
分
）▼
場
所
＝
同
館
▼
内
容

＝
学
芸
員
に
よ
る
企
画
展
の
解
説

問
同
館

（
℡
0
9
2
・
9
1
9
・
6
1
6
6
／

Fax
０
９
２
・
9
1
9
・
6
1
6
8
）

http://kobunsyokan.pref.fukuoka.lg.jp/

第
10
回
み
な
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

▼
日
時
＝
1
月
19
日
㈰
午
前
9
時
30
分

〜（
受
付
＝
午
前
9
時
。
雨
天
中
止
）▼

集
合
場
所
＝
瀬
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー（
浜
田
、
泰
仙
寺
、
堀
切
、
開
コ
ー

ス
）▼
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み

（
当
日
参
加
も
可
）▼
だ
ん
ご
汁
、
福
引

抽
選
会
あ
り

問
同
セ
ン
タ
ー（
℡
6
2
・
4
8
1
7
）

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

（
無
料
）

▼
日
時
＝
1
月
22
日
㈬
〜
3
月
25
日
㈬

の
毎
週
水
曜（
全
10
回
）各
午
後
8
時
〜

9
時
50
分
▼
場
所
＝
高
田
体
育
館
▼
内

容
＝
基
本
練
習
か
ら
ゲ
ー
ム
ま
で
▼
対

象
＝
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
女
性
▼

定
員
＝
20
人
▼
申
込
期
限
＝
1
月
17
日

㈮（
電
話
で
申
し
込
み
）

問
市
体
育
協
会
事
務
局

（
℡
３
２
・
９
１
８
２
）

み
や
ま
Ｅ
Ｍ
研
究
会

▼
日
時
＝
1
月
11
日
㈯
午
前
9
時
〜
11

時（
雨
天
決
行
）▼
場
所
＝
市
役
所
山
川

支
所
駐
車
場
▼
内
容
＝
E
M
Ⅰ
型（
生

ご
み
用
）、Ⅱ
型（
肥
料
用
）▼
参
加
費
＝

無
料
。
た
だ
し
現
物
は
有
料

問
み
や
ま
Ｅ
Ｍ
研
究
会 

森

（
℡
0
9
0
・
2
5
1
5
・
5
8
0
3
）

五
色
百
人
一
首
教
室（
無
料
）

　

百
人
一
首
の
カ
ル
タ
を
五
色
に
分
け
て

あ
り
、
小
学
生
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
1
月
19
日
㈰
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
▼
場
所
＝
山
川
市
民
セ
ン

タ
ー

問
ト
ス
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
み
や
ま
教
室 

下
川

（
℡
０
８
０
・
５
２
５
４
・
６
０
９
６
）

■サービスを停止する期間　12月29日㈰～1月3日㈮
　上記期間はコンビニ交付サービスが利用できません。サービスの利用が可能となるのは、1月4日㈯午前6時30分
からです。ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をよろしくお願いします。

年末年始の証明書コンビニ交付サービス利用停止のお知らせ

問市民課住民係（℡64-1513）、税務課市民税係（64-1511）

■有効求人倍率  10月＝1.44倍（前月＝1.36）

※なお、紹介は随時行っておりますので、採用済みとなっている場合がございます。あらかじめ、ご了承ください。
問ハローワーク大牟田（大牟田公共職業安定所）（℡53-1551）

職　種 仕　事　内　容求人者名 求人番号 賃金（万円）採用人数雇用形態

14.6 ～18.6

時給 900 円

時給 1000 円

㈱福岡サンレイク
ゴルフ倶楽部

（同）地域ケアネット
ワーク らしく

正社員

パート

パート

フロント係

ゴルフコースの
維持管理業務

介護支援専門員

9657191

9661891

9926291

ゴルフ倶楽部フロントでの受付・精算・電話応対業務

ゴルフコースの維持管理（芝の育成・芝刈り、整地、木の伐採など）
要：普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

介護計画の作成、相談受付など　※介護支援専門員資格を有する人
※要普通自動車運転免許（社有車使用。ＡＴ限定可）

1

3

1

ハローワーク大牟田求人情報
　みやま市内の求人情報を抜粋して掲載しています。詳しい情報を知りたい方、面接を希望される方、求人のご相談は、ハロー
ワークへ問い合わせください。

◎市営住宅使用料
◎駐車場使用料
◎浄化槽使用料
◎保育料
◎介護保険料 口座振替日1月27日㈪

1月の納税・使用料 (納付書・口座振替で納める方)

◎後期高齢者医療保険料
◎国民健康保険税
◎市県民税
◎下水道使用料

て
つ
ぞ
う
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つ
つ
が
な

に
お
ど
り

ね

む
ら
く
も

て
き
か

農業

松尾　雅司さん
（40歳）

〜
輪
〜  

つ
な
が
り
の
あ
る
ク
ラ
ス
を
目
指
し
て

　

私
達
は
宿
泊
体
験
学
習
で
、
諫
早

青
少
年
自
然
の
家
へ
行
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
ゲ
ー

ム
や
沢
登
り
を
体
験
し
て
、
ク
ラ
ス

の
絆
や
友
情
を
深
め
ま
し
た
。
特
に
、

活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
男

女
関
係
な
く
接
す
る
大
切
さ
と
協
力

し
合
う
大
切
さ
で
す
。
み
ん
な
で

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
火
を
囲
ん

で
、
確
か
め
合
っ
た
友
情
は
今
で
も

大
切
な
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
の
あ
る
日
、
先
生
が
、

「
あ
の
と
き
の
熱
い
気
持
ち
を
忘
れ

  

て
は
い
ま
せ
ん
か
。」

と
私
達
に
問
い
か
け
ま
し
た
。
私
は

は
っ
と
し
ま
し
た
。

　

今
の
自
分
や
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
を

振
り
返
る
と
、
学
級
目
標
で
あ
る

「
輪
」の
つ
な
が
り
が
ど
ん
ど
ん
う
す

く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。
例
え
ば
、
学
級
み
ん
な
で
遊
ぶ

学
級
遊
び
の
日
で
す
。
一
緒
に
遊
ぶ

と
き
に
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
男
女
が

言
い
争
い
に
な
っ
た
り
、
遊
び
が
う

ま
く
進
ま
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を

私
た
ち
は
生
か
す
こ
と
が
で
き
て
い

な
い
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の

こ
と
ば
か
り
を
考
え
た
り
、
男
子
は

男
子
、
女
子
は
女
子
と
い
う
考
え
で

行
動
し
た
り
す
る
人
が
多
い
か
ら
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
も
う
一
度
宿
泊
体
験
学
習

の
自
分
た
ち
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

み
ん
な
が
笑
顔
で
み
ん
な
が
本
当
に

楽
し
そ
う
で
し
た
。
苦
し
い
と
き
も

み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
っ
て
、
手
を

取
り
合
っ
て
乗
り
越
え
て
い
ま
し

た
。
今
の
私
た
ち
に
は
足
り
な
い「
友

達
を
思
う
や
さ
し
さ
」が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
男
女
関
係
な
く
遊

ん
だ
り
、
学
級
目
標
に
向
か
っ
て
自

分
た
ち
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
一
人
一
人
が
意
識
し
て
声
を

掛
け
合
っ
た
り
、
協
力
し
合
っ
た
り

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
相
手
を
思

い
、
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
私
は
み
ん
な
が

笑
顔
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
思

い
を
忘
れ
ず
に
、
学
校
生
活
を
送
り

た
い
で
す
。

【
先
生
の
コ
メ
ン
ト
】

　

宿
泊
体
験
学
習
で
は
、「
仲
間
と
声

を
掛
け
合
い
、
励
ま
し
合
う
こ
と
」

「
男
女
関
係
な
く
接
し
て
、
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
」の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
み
ん
な
が
そ
の
大
切
さ
を
実
感

で
き
た
こ
の
宿
泊
体
験
学
習
は
、
と

て
も
価
値
の
あ
る
も
の
で
す
。
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
す
に
は
、
楓
莉
さ
ん

の
言
っ
た
通
り
、
学
校
生
活
の
中
で

も
、
声
を
掛
け
合
っ
て
、
相
手
を
思

い
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
み
ん
な

で
話
し
合
い
を
重
ね
る
こ
と
で
、
そ

の
大
切
さ
や
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た

ね
。
こ
れ
か
ら
も
、
一
人
一
人
が
そ

の
思
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
つ
な
が
り
の
あ
る
ク
ラ
ス
に
な

る
と
先
生
は
信
じ
て
い
ま
す
。

二
川
小
学
校
　
五
年
　
原
田
　
楓
莉

　

市
の
特
産
品
で
あ
る
、
み
か
ん
、
た
け
の

こ
の
栽
培
に
携
わ
っ
て
い
る
松
尾
雅
司
さ

ん
。
以
前
は
薬
品
販
売
の
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
3
年
前
に
地
元
の
山
川
町
に
戻
り
、
祖

父
の
代
か
ら
続
く
農
業
を
始
め
た
。

「
正
直
、
み
か
ん
農
家
を
継
ぐ
つ
も
り
は
な

か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
親
の
手
伝
い
を
し

て
い
る
う
ち
に
、『
農
業
独
特
の
ゆ
っ
く
り

時
間
が
流
れ
て
い
く
感
じ
が
良
い
な
』と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
級
生
が
地
元
で

農
業
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ

に
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

失
敗
は
成
功
の
も
と

　

農
業
を
始
め
て
3
年
目
。
ま
だ
ま
だ
駆
け

出
し
だ
と
語
る
松
尾
さ
ん
。

　

一
人
前
の
農
家
に
な
る
た
め
に
、
学
ば
な

まつお　まさし
両親と3人で農業を営む。ＪＡみ
なみ筑後青年部に所属。
山川町甲田。
【みやま市にひとこと】 
自然が豊かで、人が優しいです。
【好きな言葉】
晴耕雨読 

ふ
う
り

い
と
い
け
な
い
こ
と
も
多
い
。

「
毎
年
、
ど
の
木
に
も
み
か
ん
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
実
る
よ
う
に
剪
定
・
摘
果
が
必
要
。
い
ざ
始

め
て
み
る
と
、
ど
こ
ま
で
切
り
、
摘
ん
で
い
い

の
か
不
安
に
な
り
ま
す
が
、
失
敗
を
重
ね
、
次

に
活
か
し
続
け
る
こ
と
で
、
自
分
の
経
験
値
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」

　

ま
た
、
今
年
は
台
風
に
悩
ま
さ
れ
た
と
の

事
。
風
が
強
い
と
、
成
長
し
て
い
な
い
小
さ
な

木
が
揺
れ
て
、
み
か
ん
同
士
が
ぶ
つ
か
り
傷
ん

で
し
ま
う
。
対
策
と
し
て
揺
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
小
さ
い
木
は
竹
で
固
定
す
る
。

「
大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
自
分
た
ち
が

作
っ
た
も
の
が『
お
い
し
い
』と
言
わ
れ
る
と
、
や

は
り
嬉
し
い
で
す
し
、
苦
労
が
実
る
瞬
間
で
す
」

一
段
一
段
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

「
自
分
が
作
っ
た
も
の
で
、
1
人
で
も
多
く
の
人

を〝
幸
せ
〞
に
し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
毎

年
満
足
の
い
く
み
か
ん
を
作
り
続
け
る
こ
と
が

今
の
目
標
で
す
。
両
親
や
仲
間
た
ち
に
教
わ
り
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
農
業
を
続
け
て
い
き
ま
す
」

　

頼
も
し
く
語
っ
て
く
れ
た
松
尾
さ
ん
。
一
人

前
の『
山
川
み
か
ん
』の
作
り
手
を
目
指
し
て
、

着
実
に
歩
を
進
め
て
い
く
。

青
門
瀬
高
俳
句
会

鳰
の
ひ
と
声
川
面
走
り
け
り

吉
岡　

木
骨

冬
麗
の
空
キ
ャ
ン
バ
ス
に
鳶
舞
う

池
田　

芳
水

令
和
世
の
急
な
る
動
き
年
の
暮

高
巣　

幸
子

水
洟
や
季
節
は
ず
れ
の
杉
の
花

阿
部　

和
子

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
オ
ー
ボ
エ
の

ソ
ロ
街
師
走

戸
塚
貴
美
代

絵
手
紙
で
届
く
冬
菜
の
お
礼
か
な

橋
本
美
恵
子

星
た
ち
は
賢
治
の
涙
冬
木
立

河
野　

辰
男

み
や
ま
短
歌
会

触
れ
て
み
し
南
極
の
氷
蜜
に
し
て

プ
チ
プ
チ
弾
け
る
音
の
確
か
さ

宮
本　

明
生

老
い
果
て
し
わ
が
身
に
あ
れ
ば
仕
方
な
し

車
運
転
免
許
返
納
す

西
村　

嘉
彦

鳳
凰
が
は
ね
を
の
ば
し
た
そ
の
姿

月
に
群
雲
秋
天
に
あ
り

宮
地
幸
二
郎

老
い
て
今
人
こ
そ
宝
と
き
め
き
て

い
つ
も
の
四
人
で「
秋
穫
祭
」へ

中
村　

智
美

恙
無
く
老
い
て
子
の
年
七
度
目
の

さ
さ
え
の
あ
り
て
ケ
ア
バ
ス
に
乗
る

三
栗
野
ミ
ユ
キ

「
人
権
の
花
」に
思
い
を
込
め
て

　
11
月
25
日
、
二
川
小
学
校
3
年
生
の
児
童

47
人
が
、
人
権
の
花「
ひ
ま
わ
り
」の
種
と
、
土

に
か
え
る
自
然
に
や
さ
し
い
素
材
で
で
き
た

エ
コ
風
船
を
、
大
空
へ
飛
ば
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
児
童
た
ち
が
協
力
し
合
い
な

が
ら
花
を
育
て
る
こ
と
で
、
生
命
の
尊
さ
を
実

感
し
、
優
し
さ
と
思
い
や
り
の
あ
る
豊
か
な
心

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
6
月
か
ら
育
て
た
ひ
ま
わ
り

の
種
を
収
穫
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
エ
コ
風
船
に
付
け
、
大
空
に
飛

ば
し
ま
し
た
。
大
空
の
か
な
た
へ
飛
ん
で
い
く

エ
コ
風
船
を
、
児
童
た
ち
は
い
つ
ま
で
も
見
送

り
ま
し
た
。

▶
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
し

て
、
一
斉
に
風
船
を
飛
ば

し
ま
し
た

◀
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
・

あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に

見
届
け
ま
し
た
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